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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を介して撮像した画像を記録媒体に記録する撮影モードと、前記記録媒体に格
納されている画像を再生する再生モードとを有し、前記撮影モードの時に更に近距離撮影
に適したマクロモードに設定可能な電子カメラにおいて、該電子カメラは、
　無操作状態のまま所定時間経過したとき自動的に電源をオフするオートパワーオフ機能
を具備し、
　前記撮影モードと前記再生モードとの間のモード遷移の際に前記マクロモードの設定が
保持され、
　撮影モードの中で更に、動画撮影モード、連写モード、マニュアル撮影モード、オート
撮影モード、人物撮影モード、風景撮影モード、及び夜景撮影モードのうち少なくとも２
つの用途別モードを有し、前記用途別モードの切り換え時に前記マクロモードの設定が自
動的に解除され、
　前記オートパワーオフ機能によって電源がオフした場合には前記マクロモードの設定が
保持され、カメラ電源のＯＮ／ＯＦＦ操作部の操作によって電源がオフされた場合には前
記マクロモードの設定が自動的に解除されることを特徴とする電子カメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子カメラにおいて、前記マクロモードが設定されている場合には、
前記撮像素子を介して撮像した画像の再生手段への表示がＯＦＦされないことを特徴とす
る電子カメラ。
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【請求項３】
　撮像素子と、
　前記撮像素子により撮像した画像を記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録媒体に格納されている画像を再生する再生手段と、
　前記記録手段によって画像の記録を行う撮影モード及び前記再生手段によって画像の再
生を行う再生モードを選択的に切り換えるモード選択手段と、
　前記撮影モードの時に近距離撮影に適したマクロモードの設定をＯＮ／ＯＦＦ操作する
ためのマクロ設定操作手段と、
　前記マクロ設定操作手段により設定されるマクロ設定の状態を記憶する不揮発性の記憶
手段と、
　前記モード選択手段の操作によって撮影モード及び再生モードの間のモード遷移が行わ
れる場合に前記記憶手段に記憶しているマクロ設定の情報を保持させる制御手段と、
　を備えた電子カメラであって、
　撮影モードの中で更に、動画撮影モード、連写モード、マニュアル撮影モード、オート
撮影モード、人物撮影モード、風景撮影モード、及び夜景撮影モードのうち少なくとも２
つの用途別モードを有し、これら用途別モードを選択的に切り換える用途別モード選択手
段と、
　無操作状態のまま所定時間経過したとき自動的に電源をオフするオートパワーオフ機能
と、
　カメラ電源のＯＮ／ＯＦＦ操作部と、
を備え、
　前記制御手段は、前記用途別モードの切り換え時に前記記憶手段に記憶しているマクロ
設定の情報をクリアし、前記オートパワーオフ機能によって電源がオフした場合に前記記
憶手段に記憶しているマクロ設定の情報を保持させ、前記ＯＮ／ＯＦＦ操作部の操作によ
って電源がオフされた場合に前記記憶手段に記憶しているマクロ設定の情報をクリアする
ことを特徴とする電子カメラ。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子カメラにおいて、前記マクロ設定操作手段として、押しボタン式
のスイッチが適用されることを特徴とする電子カメラ。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の電子カメラにおいて、
　前記再生手段の表示をＯＮ／ＯＦＦ切り替えする手段と、
　前記マクロモードが設定されている場合には、前記再生手段の表示をＯＮ／ＯＦＦ切り
替えする手段のオフ操作を無効にする手段と、
　を備えたことを特徴とする電子カメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電子カメラに係り、特に近距離撮影のためのマクロ撮影モードを有する電子カメ
ラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルカメラは、撮像素子を介して撮影した画像をデジタル画像データに変換してカメ
ラ内部のメモリや着脱可能なＩＣカード等の記録媒体（リムーバブルメディア）に記録す
る。こうして記録された画像は、液晶モニター等の表示装置に表示させることができると
ともに、パソコン等の外部装置に転送して利用することができる。
【０００３】
従来から、接写用のマクロモードを具備するデジタルカメラも多く、近距離撮影時にはカ
メラをマクロモードに設定することにより、良好な撮影を行うことができるようになって
いる。
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【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、マクロモードに設定すると、近距離の被写体に対しては良好なピント合わ
せが可能であるが、例えば、１ｍ以上の通常の撮影距離の被写体に対してはピント合わせ
が不十分になる場合がある。このため、マクロモードに設定したまま、誤って通常の撮影
を行うことが無いようにとの配慮から、電源オフ時、撮影モードから再生モードへの切り
換え時などには、自動的にマクロモードが解除されるようになっている。
【０００５】
その一方で、接写を継続的に行う使用態様の場合、マクロ撮影モードで接写を行い、撮影
する毎に液晶モニターで撮影画像をチェックすると、撮影モードと再生モードとを切り換
えるたび毎に、マクロ撮影モードに設定し直さなければならず、操作が煩わしいという欠
点がある。
【０００６】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、マクロモードの継続的利用を可能とす
るとともに、意図しないマクロモードによる撮影を防止することができる電子カメラを提
供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために請求項１に係る発明は、撮像素子を介して撮像した画像を記
録媒体に記録する撮影モードと、前記記録媒体に格納されている画像を再生する再生モー
ドとを有し、前記撮影モードの時に更に近距離撮影に適したマクロモードに設定可能な電
子カメラにおいて、該電子カメラは、無操作状態のまま所定時間経過したとき自動的に電
源をオフするオートパワーオフ機能を具備し、前記撮影モードと前記再生モードとの間の
モード遷移の際に前記マクロモードの設定が保持され、撮影モードの中で更に、動画撮影
モード、連写モード、マニュアル撮影モード、オート撮影モード、人物撮影モード、風景
撮影モード、及び夜景撮影モードのうち少なくとも２つの用途別モードを有し、前記用途
別モードの切り換え時に前記マクロモードの設定が自動的に解除され、前記オートパワー
オフ機能によって電源がオフした場合には前記マクロモードの設定が保持され、カメラ電
源のＯＮ／ＯＦＦ操作部の操作によって電源がオフされた場合には前記マクロモードの設
定が自動的に解除されることを特徴としている。
【０００８】
　本発明によれば、マクロモードで撮影を実行した後、再生モードに切り換えて当該撮影
画像を確認し、再び撮影モードに戻した場合にもマクロモードの設定が維持されており、
再度撮影モードに設定した時にはマクロモードによる撮影を継続することができる。これ
により、撮影モードと再生モードのモード切り換え操作のたびにマクロ設定をやり直す必
要がなく、マクロモード利用時の利便性が高まる。
　また、用途別モードが変更される場合は、撮影状況や撮影者の撮影意図が明らかに変わ
った時と考えられるため、マクロモードの設定を自動的に解除して、意図しないマクロモ
ードによる撮影を防止する。
　オートパワーオフ機能によって自動的にカメラの電源がオフとなっても、マクロモード
の設定は保持しており、再度電源投入時にはマクロモードの設定状態でカメラが立ち上が
る。したがって、再起動時にマクロ設定をやり直す手間を省くことができ、マクロモード
利用時の利便性が向上する。更に、カメラ電源のＯＮ／ＯＦＦ操作部の操作によって電源
がオフされた場合には前記マクロモードの設定を自動的に解除することで、意図しないマ
クロモードによる撮影を防止できる。
【００１５】
　請求項３に係る電子カメラは、撮像素子と、前記撮像素子により撮像した画像を記録媒
体に記録する記録手段と、前記記録媒体に格納されている画像を再生する再生手段と、前
記記録手段によって画像の記録を行う撮影モード及び前記再生手段によって画像の再生を
行う再生モードを選択的に切り換えるモード選択手段と、前記撮影モードの時に近距離撮
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影に適したマクロモードの設定をＯＮ／ＯＦＦ操作するためのマクロ設定操作手段と、前
記マクロ設定操作手段により設定されるマクロ設定の状態を記憶する不揮発性の記憶手段
と、前記モード選択手段の操作によって撮影モード及び再生モードの間のモード遷移が行
われる場合に前記記憶手段に記憶しているマクロ設定の情報を保持させる制御手段と、を
備えた電子カメラであって、撮影モードの中で更に、動画撮影モード、連写モード、マニ
ュアル撮影モード、オート撮影モード、人物撮影モード、風景撮影モード、及び夜景撮影
モードのうち少なくとも２つの用途別モードを有し、これら用途別モードを選択的に切り
換える用途別モード選択手段と、無操作状態のまま所定時間経過したとき自動的に電源を
オフするオートパワーオフ機能と、カメラ電源のＯＮ／ＯＦＦ操作部と、を備え、前記制
御手段は、前記用途別モードの切り換え時に前記記憶手段に記憶しているマクロ設定の情
報をクリアし、前記オートパワーオフ機能によって電源がオフした場合に前記記憶手段に
記憶しているマクロ設定の情報を保持させ、前記ＯＮ／ＯＦＦ操作部の操作によって電源
がオフされた場合に前記記憶手段に記憶しているマクロ設定の情報をクリアすることを特
徴としている。
【００２０】
前記マクロ設定操作手段として、押しボタン式のスイッチを適用する態様がある。スライ
ド式スイッチやレバースイッチの場合にはスイッチによる設定状態が外観上明らかである
が、ボタン式スイッチの場合にはスイッチによる設定状態を確認しにくい場合もあり、一
つのボタン（キー）で複数の機能を担う多機能スイッチの場合、カメラの状態によっては
、マクロモードの設定／解除の指示入力を受け付けない場合もあり、マクロモードの解除
操作を忘れてしまう場合も起こり得ると予想される。したがって、本発明を適用すること
で、マクロモード利用時の利便性を高めることができるとともに、意図しない（誤操作に
よる）マクロモードでの撮影を防止できる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下添付図面に従って本発明に係る電子カメラの好ましい実施の形態について詳説する。
【００２２】
図１は本発明が適用されるデジタルカメラの正面図、図２はその平面図である。このカメ
ラ１０は、動画・静止画及び音声の記録再生が可能なデジタルカメラであり、カメラ前面
にはレンズバリア１２、ファインダー窓１４、ストロボ調光センサ１６、セルフタイマー
ランプ１８、マイク部２０が設けられている。レンズバリア１２の背後には撮影レンズ（
図１中不図示）が配設されており、撮影時にはレンズバリア１２がスライドして本体内側
の所定の退避位置（開位置）に移動することにより撮影レンズが現れる。
【００２３】
撮影レンズの後方には撮像素子としてのＣＣＤイメージセンサ（図１中不図示、図５中符
号６６として記載、以下、ＣＣＤという。）が配置され、該ＣＣＤ６６から読み出された
画像信号は所定の信号処理を経てテジタル画像データに変換される。また、図１には示さ
れていないが、カメラ１０の側面（図１において右側面）には、メモリカードの挿入口（
カードスロット）、スピーカー部、映像出力端子（VIDEO OUT)、シリアル通信端子、ＵＳ
Ｂ端子及び電源入力端子（例えば、DC IN 3V用の端子) が設けられている。図１中符号２
２はカードスロットの蓋（カード蓋）、２４はグリップ部、２６はストラップ取り付け部
、２８は電池蓋である。
【００２４】
また、カメラ１０の上面にはレリーズボタン３０、モードダイヤル３２及びポップアップ
式のストロボ発光装置３４が設けられている。レリーズボタン３０は、画像の記録開始を
指示する手段であり、動画記録時には録画開始と録画停止を指示する録画ボタンとして兼
用される。モードダイヤル３２はレリーズボタン３０の外周に回動自在に設けられたダイ
ヤルスイッチであり、このダイヤルを回して指標３５に合わせて停止させることにより、
カメラ１０のモードを変更することができる。リング形のモードダイヤル３２の内側にレ
リーズボタン３０を配置する構造によって、これら操作部材をスペース効率よくカメラ本
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体に設けることができる。
【００２５】
図３はカメラ１０の背面図である。カメラ１０の背面には、ファインダー３６、液晶モニ
ター３８、電源スイッチ４０、モード選択レバー４２、十字キー４４、ドットマトリック
ス液晶表示部（以下、ドットマトリックス液晶という。）４６、シフトキー４８、表示キ
ー５０、メニュー／実行キー５２、キャンセルキー５４等が設けられている。
【００２６】
液晶モニター３８は、カラー液晶ディスプレイで構成されており、ＣＣＤを介して取り込
まれる画像やメモリカードから読み出した再生画像が表示されるとともに、モード情報、
電池残量警告、撮影日時、標準撮影可能枚数、再生コマ番号などの各種情報も表示される
。
【００２７】
電源スイッチ４０はプッシュスイッチで構成され、該スイッチを押すことによりカメラ１
０の電源をＯＮ／ＯＦＦできる。カメラ１０はオートパワーオフ機能を有し、無操作状態
が所定時間（例えば２分間）継続した場合、電源を自動的にオフするようになっている。
オートパワーオフの作動時間はユーザーが設定できるようになっている。オートパワーオ
フ機能によってパワーオフされた状態から復帰させるには、電源スイッチ４０を再押しす
ればよい。
【００２８】
モード選択レバー４２は、撮影系モードと再生系モードを選択切り換えするための手段で
ある。このモード選択レバー４２は、電源スイッチ４０の外周に回動自在に支持され、撮
影系モード位置（上側停止位置）と再生系モード位置（下側停止位置）の２つの位置で停
止可能なレバースイッチで構成されている。
【００２９】
十字キー４４は、上キー４４Ｕ、下キー４４Ｄ、左キー４４Ｌ、及び右キー４４Ｒの４つ
のプッシュスイッチからなり、これら４つのキーは同一円周上に沿って対称的な位置関係
で配置されている。十字キー４４の内側に円形の窓部５６が形成されており、この窓部５
６にドットマトリックス液晶４６が設けられている。ドットマトリックス液晶４６のデバ
イス自体は窓部５６よりも大きい正方形状の表示面を有しているが、前記窓部５６によっ
て表示範囲が制限されている。
【００３０】
ドットマトリックス液晶４６には、上下左右の各キー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒの
機能及びモード状態などが表示される。詳細な表示形態については後述するが、ドットマ
トリックス液晶４６の表示面は、各キー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒの近傍に位置す
る上表示部４６Ｕ、下表示部４６Ｄ、左表示部４６Ｌ、右表示部４６Ｒ及びこれらの中央
に位置する中央表示部４６Ｃの５つの表示エリアに区分され（図７（ａ）参照）、上下左
右の各表示部には十字キー４４の各キー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒの機能に関する
マーク及び該当する場合にはそのキーによって設定されている状態を表すマークが表示さ
れ、前記中央表示部４６Ｃにはカメラ１０の動作モード（主モード）を表すマークが表示
される。
【００３１】
ドットマトリックス液晶４６と液晶モニター３８の表示制御はリンク（連動）しており、
十字キー４４の内側にドットマトリックス液晶４６が配置されて成る表示機能付き操作部
により多機能操作部が実現されている。
【００３２】
シフトキー４８は、十字キー４４その他のキースイッチの機能を更に拡張するためのプッ
シュスイッチである。必要に応じてシフトキー４８を押すと、液晶モニター３８にはシフ
トキーを用いる拡張操作の案内を示すシフトガイダンスがオンスクリーン表示される。ユ
ーザーはそのガイダンスにしたがって所定のキー操作を行うことにより、例えば、モニタ
ーの明るさ調整などの種々の設定入力が可能である。
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【００３３】
表示キー５０は、撮影モード時に液晶モニター３８の表示をＯＮ／ＯＦＦ切り替えするた
めのスイッチである。再生モード時には該キー５０を一回押す毎に、「一コマ再生のオン
スクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）表示」→「一コマ再生のＯＳＤ表示なし」→「マルチ
再生（３秒間のＯＳＤ表示付き）」とサイクリックに循環する。ただし、メニュー表示中
は「一コマ再生」←→「マルチ再生」と切り換わる。
【００３４】
撮影モードにおいて、表示キー５０を押下操作すると液晶モニター３８の表示をＯＮ／Ｏ
ＦＦでき、ファインダー３６を覗いて画角合わせを行う省電力撮影モードとすることがで
きる。ただし、マクロモード時には液晶モニター３８をＯＦＦすることはできないように
なっている。
【００３５】
ファインダー３６の脇にはファインダーランプ５８が配設されており、該ランプの点灯色
と点灯状態（点灯／点滅）の組み合わせによってカメラ１０の動作状況や状態を表すよう
になっている。
【００３６】
メニュー／実行キー５２は、各モードの通常画面からメニュー画面へ遷移させる時、或い
は、各モードのメニュー画面においては、選択項目を有効にして通常画面（メニュー階層
が複数にわたっている場合には、ひとつ前の画面）に遷移させる時などに使用される。具
体的には、撮影モード及び再生モード時のメニュー表示、選択項目の確定、消去項目の選
択確定と消去実行、プロテクト項目の選択確定と実行、プリント指定項目の選択確定と実
行、メニュー項目の選択確定、日時設定の選択確定、撮影メニューへの復帰などの場合に
使用される。
【００３７】
キャンセルキー５４は、メニューから選んだ項目の取消（キャンセル）や一つ前の操作状
態に戻る（undo) 時などに使用される。
【００３８】
モード選択レバー４２と十字キー４４の左キー４４Ｌの間の領域には、指置き部６０に相
当する小さな突起列がエンボス状に形成されている。この指置き部６０は十字キー４４そ
の他の各操作部を操作するときに親指が移動する範囲の略中央位置に設けられており、親
指を置いておく場所として適しているとともに、カメラ１０を安定して保持することがで
きる位置でもある。
【００３９】
図４はモードダイヤル３２の拡大図である。モードダイヤル３２は、セットアップモード
、ムービー撮影モード、連写モード、マニュアル撮影モード、オート撮影モード、人物撮
影（ポートレート）モード、風景撮影モード、夜景撮影モードの各種モードを選択切り換
えするための手段である。モードダイヤル３２の上面には各モードを表すシンボルマーク
（モードを象徴する絵文字や記号若しくはこれらの組み合わせ）が付されており、希望す
るモードのマークを前記指標３５の位置に合わせると、そのモードに設定される。
【００４０】
例えば、セットアップモードが選択されると、液晶モニター３８にセットアップ画面が表
示される。セットアップメニューには、記録画質（クオリティー）、画素数、立ち上げ時
の液晶モニター３８のＯＮ／ＯＦＦ選択、オートパワーオフ時間、オープニング画面の表
示設定、日時設定などの各種設定項目がある。
【００４１】
撮影者は十字キー４４の上／下キー４４Ｕ、４４Ｄを操作して、セットアップ画面から変
更したい項目を選択し、左／右キー４４Ｌ、４４Ｒで設定内容を変更してから実行キー５
２で確定を行う。
【００４２】
例えば、クオリティーの設定項目では、撮影の目的に合わせて、ファイン、ノーマル、ベ
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ーシックの３種類の画質（記録圧縮率）を選択することができ、ファインは１／４（ＪＰ
ＥＧ）圧縮、ノーマルは１／８（ＪＰＥＧ）圧縮、ベーシックは１／１６（ＪＰＥＧ）圧
縮となる。ピクセルの設定では、２４００×１８００、１２８０×９６０、６４０×４８
０の何れかを選択できる。オートパワーオフ時間の設定では、５分、２分、又はオートパ
ワー機能ＯＦＦの何れかを選択できる。オープニング画面の設定では、電源ＯＮ時に液晶
モニター３８に所定のオープニング画面を表示させる「ＯＮ設定」と、オープニング画面
を表示させない「ＯＦＦ設定」の選択が可能であり、また「画面登録」を選択すると、オ
ープニング画面として表示させる画像を登録・変更することができる。
【００４３】
図５はカメラ１０のブロック図である。レンズバリア１２の背後に配置されている撮影光
学系６２は、３倍ズームレンズ（例えばｆ＝７．４ｍｍ～２２ｍｍ：３５ｍｍカメラ換算
で３５ｍｍ～１０５ｍｍ相当）、絞り及びメカシャッターを含む。レンズバリア１２を開
閉駆動させる手段には、ズームモータを備えたズーム駆動手段６３が兼用されている。
【００４４】
ファインダー３６には前記撮影光学系６２に連動するズームファインダーが用いられてい
る。ファインダーランプ５８は、赤色発光ダイオード（ＬＥＤ）５８Ｒと、緑色発光ＬＥ
Ｄ５８Ｇの２つのＬＥＤからなり、カメラ１０の動作状況に応じてこれらＬＥＤ５８Ｒ、
５８Ｇが点灯／点滅、若しくは同時点灯／同時点滅制御がされ、赤、緑、橙色の３色の点
灯／点滅の表示が行われる。
【００４５】
撮影光学系６２を介して入射した光は、光学ローパスフィルター６４を通してＣＣＤ６６
の受光面に結像される。ＣＣＤ６６は、感光画素に相当する受光センサが蜂の巣型に二次
元的に配列されてなるハニカム構造を有し、カラーフィルターはいわゆる「斜めベイヤー
配列」の配列形態が採用されている。もちろん、Ｇストライプやベイヤー配列など周知構
造のＣＣＤを適用してもよい。
【００４６】
ＣＣＤ６６には、シャッターゲートを介してシャッタードレインが設けられており、シャ
ッターゲートをシャッターゲートパルスによって駆動することにより、蓄積した信号電荷
をシャッタードレインに掃き出すことができる。すなわち、ＣＣＤ６６は、シャッターゲ
ートパルスによって各センサに蓄積される電荷の蓄積時間（シャッタースピード）を制御
する、いわゆる電子シャッター機能を有している。
【００４７】
ＣＣＤ６６の受光面に結像された被写体像は、各受光センサで入射光量に応じた量の信号
電荷に変換される。このようにして蓄積された信号電荷は、ＣＣＤ駆動回路６８から加え
られるＣＣＤ駆動パルスによって読み出され、信号電荷に応じた電圧信号（アナログ画像
信号）として順次ＣＣＤ６６から出力される。
【００４８】
ＣＣＤ６６から読み出された信号は、アナログ処理部７０に加えられる。アナログ処理部
７０はサンプリングホールド回路やゲイン調整回路を含み、ＣＣＤ６６から出力された画
像信号はアナログ処理部７０において相関二重サンプリング（ＣＤＳ）処理並びにＲ，Ｇ
，Ｂの各色信号に色分離処理され、各色信号の信号レベルの調整（プリホワイトバランス
処理）が行われる。
【００４９】
アナログ処理部７０から出力された信号は、Ａ／Ｄコンバータ７２においてＲ，Ｇ，Ｂの
デジタル信号に変換された後、信号処理ＩＣ７４内の内蔵バッファ７６、Ｉ／Ｏバスイン
ターフェース７８、チップバスインターフェース８０を経由してＳＤＲＡＭ８２に格納さ
れる。内蔵バッファ７６は、表示系の画面サイズに合わせて画素数の間引き処理を行うた
めに利用される。ＳＤＲＡＭ８２は画像メモリとして用いられる。
【００５０】
ＣＣＤ駆動回路６８、アナログ処理部７０及びＡ／Ｄコンバータ７２には、タイミングジ
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ェネレータ８４からタイミング信号が与えられ、このタイミング信号によってこれら回路
の同期がとられている。
【００５１】
ＳＤＲＡＭ８２に記憶されたデータはバス８６を介してオート演算部８８に送られるとと
もに、信号処理部９０へ送られる。オート演算部８８は、入力された画像信号に基づいて
焦点評価演算やＡＥ演算などの各種演算を行い、その演算結果をシステムコントローラ９
２に伝える。システムコントローラ９２は、オート演算部８８から受入する演算結果に基
づいてＡＦモータを含むＡＦ駆動手段９４及びシャッター／アイリスモータを含むシャッ
ター／アイリス駆動手段９６を制御してフォーカスレンズを合焦位置に移動させるととも
に、絞りを適正絞り値に設定してメカシャッター並びにＣＣＤ６６の電子シャッターを制
御する。
【００５２】
例えば、ＡＦ制御には、Ｇ信号の高周波成分が最大になるようにフォーカスレンズを移動
させるコントラストＡＦ方式が採用される。ＡＥ制御には、１フレームのＲ、Ｇ、Ｂ信号
を積算した積算値に基づいて被写体輝度（撮影ＥＶ）を求め、この撮影ＥＶに基づいて絞
り値とシャッタースピードを決定し、シャッター／アイリス駆動手段９６を介して絞りを
駆動するとともに、決定したシャッタースピードとなるように電子シャッターによってＣ
ＣＤ６６の電荷の蓄積時間を制御する。したがって、カメラ１０の撮影レンズを被写体に
向けるだけで、最適な露出調整が行われるとともに、ピント合わせが自動的に行われる。
【００５３】
撮影記録時においては、レリーズボタン３０の「半押し」時に上述した測光動作を複数回
繰り返して正確な撮影ＥＶを求め、この撮影ＥＶに基づいて撮影時の絞り値とシャッター
スピードを最終的に決定する。そして、レリーズボタン３０の「全押し」時に前記最終的
に決定した絞り値になるように絞りを駆動し、また、決定したシャッタースピードとなる
ように電子シャッターによって電荷の蓄積時間を制御する。なお、ＡＥ、ＡＦはＣＣＤ６
６から取得される画像信号に基づいて制御する方法の他、周知の測光センサやＡＦ投光／
受光センサからなる測距センサ等を用いてもよい。
【００５４】
信号処理部９０は輝度・色差信号変換回路やガンマ補正回路等を含むデジタル信号処理ブ
ロックである。信号処理部９０に入力されたＲＧＢデータは、輝度信号（Ｙ信号）及び色
差信号（Ｃr,Ｃb 信号）に変換されるとともに、ガンマ補正等の所定の処理が施された後
、再びＳＤＲＡＭ８２に書き戻される。
【００５５】
ＳＤＲＡＭ８２に格納された輝度・色差信号（ＹＣ信号と略記する）は、バス８６を介し
てＶＲＡＭ９４に供給される。ＶＲＡＭ９４に記憶されたデータはエンコーダ９６に送ら
れ、ここでキャラクタジェネレータ９８から供給される文字や記号のデータとともに表示
用の所定方式の信号（例えば、ＮＴＳＣ方式のカラー複合映像信号）に変換される。
【００５６】
エンコーダ９８の出力はＤ／Ａ変換器１００とＬＣＤコントローラ１０２に供給される。
Ｄ／Ａ変換器１００でアナログ信号に変換された画像信号はＬＣＤ制御部１０４に供給さ
れ、液晶モニター３８に画像が出力される。液晶モニター３８にはバックライト１０６が
設けられ、モニター表示のＯＮ／ＯＦＦに連動してバックライト１０６がＯＮ／ＯＦＦさ
れる。なお、表示手段は液晶ディスプレイに限らず、カラー表示可能な他の表示装置を適
用してもよい。
【００５７】
また、Ｄ／Ａ変換器１００の出力はローパスフィルター１０８と７５Ωドライバ１１０を
経由して映像出力端子（VIDEO OUT ) １１２より外部出力可能である。
【００５８】
ＣＣＤ６６から出力される画像信号によって画像データが定期的に書き換えられ、その画
像データから生成される映像信号が液晶モニター３８に供給されることにより、ＣＣＤ６
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６が捉える画像がリアルタイムに動画像（ライブ画像）として、又はリアルタイムではな
いが、ほぼ連続した画像として液晶モニター３８に表示される。
【００５９】
液晶モニター３８は電子ビューファインダーとして利用でき、撮影者は液晶モニター３８
の表示画像又はファインダー３６によって撮影画角を確認することができる。レリーズボ
タン３０の押下操作など所定の記録指示（撮影開始指示）操作に呼応して、記録用の画像
データの取り込みが開始される。
【００６０】
撮影者がレリーズボタン３０から撮影記録の指示を入力すると、システムコントローラ９
２は、ＪＰＥＧ演算部（圧縮伸張回路に相当）１１４にコマンドを送り、これによりＪＰ
ＥＧ演算部１１４はＳＤＲＡＭ８２上の画像データをＪＰＥＧその他の所定の形式に従っ
て圧縮する。圧縮された画像データはメディアコントローラ１１６を経由してカードイン
ターフェース１１８に供給され、該カードインターフェース１１８に装着されているメモ
リカード１２０に記録される。
【００６１】
なお、非圧縮の画像データを記録するモード（非圧縮モード）が選択されている場合には
、ＪＰＥＧ演算部１１４による圧縮処理を実施せずに、非圧縮のまま画像データがメモリ
カード１２０に記録される。
【００６２】
ＪＰＥＧ演算部１１４は静止画圧縮処理と動画圧縮処理の両処理機能を有し、動画はモー
ションＪＰＥＧ方式により記録される。もちろん、ＭＰＥＧ、ＭＰＥＧ２その他の記録方
式を採用してもよい。
【００６３】
本例のデジタルカメラ１０は、画像データを保存する記録手段としてメモリカード１２０
が用いられている。具体的には、例えばスマートメディア（Solid-State Floppy Disk Ca
rd）が適用される。記録メディアの形態は上記のものに限らず、ＰＣカード、マイクロド
ライブ、マルチメディアカード（ＭＭＣ）、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク
、メモリスティックなど種々の形態が可能であり、使用される媒体に応じた信号処理手段
とインターフェースが適用される。
【００６４】
再生モード時にはメモリカード１２０から読み出された画像データがＪＰＥＧ演算部１１
４によって伸張処理され、ＶＲＡＭ９４、エンコーダ９６及びＤ／Ａ変換器１００を介し
て液晶モニター３８に出力される。
【００６５】
バス８６にはシリアル入／出力部１２２が接続されており、シリアル通信インターフェー
ス１２４を介して、図示せぬ外部機器とのデータの送受信が可能となっている。また、前
記シリアル入／出力部１２２にはドットマトリックス液晶４６を制御するＬＣＤコントロ
ーラ１２６、電子ボリューム付きのＤ／Ａ変換器１２８及びＥＥＰＲＯＭ１３０が接続さ
れている。
【００６６】
システムコントローラ９２やＣＰＵブロック１３２から出力される指令信号のうちＣＣＤ
駆動回路６８に与える電子シャッター制御指令、ストロボ発光装置３４のガイドナンバー
選択指令、及びＬＣＤ制御部１０４への指令などは前記電子ボリューム付きのＤ／Ａ変換
器１２８を経由してアナログ信号に変換された指令信号が与えられる。
【００６７】
バス８６には上述した回路ブロックの他に、クロックコントローラ１３４、プログラマブ
ル入出力ポート１３６、Ａ／Ｄコンバータ１３８、キーオンコントローラ１４０、マルチ
ファンクションタイマ１４２、ウォッチドックタイマ１４４、割り込みコントローラ１４
６、ＤＭＡコントローラ１４８が接続されており、各回路ブロックはＩ／Ｏバスインター
フェース７８を介してＣＰＵブロック１３２と接続されている。
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【００６８】
ＣＰＵブロック１３２は、カメラ１０の各回路を統括制御する制御部（制御手段）であり
、ＣＰＵコア１５０、キャシュメモリ１５１、内蔵ＤＲＡＭ１５２から構成される。ＣＰ
Ｕブロック１３２はＩ／Ｏコントローラ１５４及びＳＤＲＡＭコントローラ１５５と接続
されるとともに、チップバスインターフェース８０を介して、前記ＳＤＲＡＭ８２、フラ
ッシュＲＯＭ１５６、ＵＳＢドライバ１５８と接続されている。ＵＳＢ端子１６０にケー
ブルを接続することにより、カメラ１０はパソコンその他の図示せぬ外部機器との間でデ
ータの送受信が可能である。
【００６９】
ＣＰＵコア１５０は、操作部１６２、１６４や各種検出手段から受入する入力信号に基づ
き対応する回路の動作を制御する。すなわち、ＣＰＵコア１５０は、撮影光学系６２のズ
ーミング動作の制御、焦点調節（ＡＦ）動作の制御、自動露出調節（ＡＥ）の制御等を行
うとともに、タイミングジェネレータ８４を制御してＣＣＤ９０の電荷の蓄積時間を制御
する。また、ＣＰＵコア１５０はドットマトリックス液晶４６の表示制御部としても機能
する。
【００７０】
操作部１６２は、十字キー４４、シフトキー４８、表示キー５０、メニュー／実行キー５
２、キャンセルキー５４を含むブロックであり、操作部１６４は、レリーズボタン３０、
モードダイヤル３２、電源スイッチ４０、モード選択レバー４２に対応するスイッチを含
むブロックである。電源スイッチ４０を押すと、その信号がゲットアップ信号生成回路１
６５に加えられ、該ゲットアップ信号生成回路１６５から信号処理ＩＣ７４にゲットアッ
プ信号が与えられてＩＣが起動する。本例のカメラ１０では操作部１６２、１６４がカメ
ラ本体に配設されているが、操作部１６２、１６４に相当する部分をリモコン送信機とし
てカメラ本体と分離した構成にすることも可能である。
【００７１】
カメラ１０に設けられている検出手段としては、レンズバリア１２の開閉状態を検知する
ためのバリアオープンスイッチ、ズームポジションを検出するセンサ（例えば、ポテンシ
ョメータやエンコーダで構成される。）、フォーカスレンズのホームポジションを検出す
るセンサ、メモリカード１２０の装着の有無を検出するカード検出スイッチ１６６、映像
出力端子１１２にビデオケーブルが接続されたか否かの検出を行うケーブル接続検出手段
などがある。
【００７２】
ストロボ発光装置３４は、発光部１６８、ストロボ調光センサ１６、コンデンサ１７０、
及びストロボ制御ユニット１７２から構成される。操作部１６２、１６４からの所定の操
作に応じて低輝度時にストロボを自動的に発光させる「低輝度自動発光モード」、「赤目
軽減モード」、被写体輝度にかかわらずストロボ発光させる「強制発光モード」、又はス
トロボ発光を禁止させる「発光禁止モード」に設定可能である。
【００７３】
ＣＰＵブロック１３２はユーザーが選択したストロボモードに応じて、ストロボ制御ユニ
ット１７２にコマンドを与える。ストロボ制御ユニット１７２は、ＣＰＵブロック１３２
から加えられる指令に基づいてコンデンサ１７０の充電制御や発光部１６８（例えば、キ
セノン管）への放電（発光）タイミングを制御するとともに、ストロボ調光センサ１６の
検出結果に基づいて発光停止の制御を行う。ストロボ調光センサ１６は、ストロボの発光
によって照らされる被写体からの反射光を受光し、受光量に応じた電気信号に変換する受
光素子が用いられている。ストロボ調光センサ１６の検出信号は図示せぬ積分回路により
積算され、積算受光量が所定の適正受光量に達した時にストロボの発光が停止される。
【００７４】
カメラ１０の電源は、電池１７４または外部電源入力端子１７６に接続される外部電源を
用いることができる。電池１７４には例えば単三乾電池２本が用いられる。もちろん、専
用の二次電池を使用するように設計することも可能である。
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【００７５】
使用される電源の種類は電池検知部１７８で検出され、その検出情報はＣＰＵコア１５０
に入力される。電池１７４又は外部電源入力端子１７６に接続される外部電源から提供さ
れる電力はＤＣ／ＤＣコンバータ１８０によって所要の電圧に変換され、所定の回路ブロ
ックに電源供給される。
【００７６】
また、カメラ１０は、マイクロフォン１８２及びスピーカー１８４を備え、マイクロフォ
ン１８２を介して入力された音声はＡ／Ｄコンバータ１３８を介してＣＰＵコア１５０に
入力される。また、ＣＰＵコア１５０が出力する音声データは電子ボリューム付きＤ／Ａ
コンバータ１２８を介してスピーカー１８４に供給され、スピーカー１８４より音声とし
て出力される。
【００７７】
マイクロフォン１８２から入力した音声データもメモリカード１２０に記録することが可
能であり、メモリカード１２０に記録されている音声をスピーカー１８４で再生すること
もできる。
【００７８】
次に、上記の如く構成されたカメラ１０の動作について説明する。
【００７９】
図６乃至図９はムービー撮影時のカメラ動作を示す説明図である。モード選択レバー４２
を「撮影系モード」に設定し、モードダイヤル３２を「ムービー撮影モード」に設定した
状態で電源スイッチ４０をＯＮ操作すると、カメラ１０はムービー撮影モードで立ち上が
る。
【００８０】
オープニング画面の設定で「ＯＮ設定」が選択されている場合には、図６（ａ）に示すよ
うに、カメラ立ち上げ時にドットマトリックス液晶４６に「Ｈｅｌｌｏ！」の文字が表示
される。その後、図６（ｂ）に示すように液晶モニター３８に所定のオープニング画面が
表示されると同時にドットマトリックス液晶４６においてもムービー撮影モードであるこ
とを示すマーク（ムービーモードマーク）の表示に切り換わる。ムービーモードマークは
、動画記録であることを象徴するように映画用カメラを図案化したマークと記録可能時間
を秒単位で示した文字の組み合わせによって構成されている。
【００８１】
なお、オープニング画面の設定がＯＮの場合、電源スイッチ４０をＯＦＦ操作すると、ド
ットマトリックス液晶４６に「Ｂｙｅ！」の文字が表示されてから電源がＯＦＦとなる。
【００８２】
その一方、オープニング画面の設定で「ＯＦＦ設定」が選択されている場合には、図６（
ｃ）に示すように、カメラ立ち上げ時にドットマトリックス液晶４６にムービーモードマ
ークが表示されるのみで、液晶モニター３８はＯＦＦのままとなる。
【００８３】
図６（ｂ）又は図６（ｃ）の状態から所定時間経過後（例えば、１秒後）に図７（ａ）で
示すように、ムービー撮影画面に切り換わる。この１秒の間にカメラ内部において所定の
初期処理が行われ撮影可能状態にまで準備される。
【００８４】
カメラ１０がムービー撮影による記録可能な状態（スタンバイ中）に至ると、ドットマト
リックス液晶４６の中央表示部４６Ｃにはムービーモードであることを示すマークが表示
される。このとき、十字キー４４の上キー４４Ｕは光学ズームの望遠（テレ）操作機能、
下キー４４Ｄは光学ズームの広角（ワイド）操作機能、左キー４４Ｌはマクロモードの設
定と解除を行うマクロモード設定／解除機能が割り当てられている。
【００８５】
これら各キー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒが担う機能をユーザーに提示すべく、ドッ
トマトリックス液晶４６の上表示部４６Ｕにはズームアップマーク、下表示部４６Ｄには
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ズームダウンマーク、左表示部４６Ｌにはマクロモードマークが表示される。マクロモー
ドマークについては、電源ＯＮ時にマクロモードはＯＦＦの状態で立ち上がるため、現在
のマクロモードの設定状態を示すようにマクロモードがＯＦＦであることを象徴するマー
クが表示される。この状態で左キー４４Ｌを押すとマクロモードがＯＮとなり、左表示部
４６Ｌのマーク表示もマクロモードＯＮであることを表すマークに切り換わる（図２９（
ｃ）参照）。
【００８６】
また、図７（ａ）に示すムービースタンバイ中、十字キー４４の右キー４４Ｒには機能が
割り当てられていないので、ドットマトリックス液晶４６の右表示部４６Ｒは無表示（ブ
リンク）となる。これにより、ユーザーは右キー４４Ｒが無効な操作キーであることを容
易に認識できる。
【００８７】
マクロモードの設定／解除機能を右キー４４Ｒに割り当てることも可能ではあるが、カメ
ラボディの端面から遠い、本体中心部寄りに位置する左キー４４Ｌに割り当てる方が、意
図しないキータッチ（誤操作）によるマクロモードのＯＮ／ＯＦＦを防止できる。このよ
うな操作性に配慮して、本例のカメラ１０では左キー４４Ｒがマクロモード設定／解除ス
イッチとなっている。
【００８８】
スタンバイ中、液晶モニター３８にはＣＣＤ６６が捉えるスルー画が表示され、画面左上
にムービー撮影モードであることを示すモード情報２０２、画面中央やや上に「スタンバ
イ」とう文字情報２０４、画面左下に年月日の情報２０６が表示される。この日付表示（
２０６）は所定時間後（例えば３秒後）に消えて、図７（ｂ）のような表示となる。セッ
トアップにおいて日付設定がＯＦＦとなっているときは、年月日の表示に代えて、「----
,--,--」なる表示が点滅し、３秒後に消えるようになっている。
【００８９】
図７（ｂ）の状態で上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄを押すと、液晶モニター３８の左脇に
ズーム位置を示すズームバー２０８が表示される。ズームバー２０８は垂直バーで表示さ
れ、上が望遠（テレ）側、下が広角（ワイド）側を示し、上キー４４Ｕ、下キー４４Ｄの
配置関係に対応付けられている。ズームバー２０８の上端にはテレ側であることを示す「
Ｔ」の文字が表示され、ズームバーの下端にはワイド側であることを示す「Ｗ」の文字が
表示される。このズームバー２０８表示は、上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄを押下後、所
定時間経過後（例えば３秒後）に自動的に消えるようになっている。
【００９０】
また、図７（ａ）乃至（ｃ）の何れかの状態にあるときシフトキー４８を押すと、図８（
ａ）に示すようなシフトガイダンス画面に移行する。このとき、液晶モニター３８の画面
左上には「シフトガイダンス」という文字情報２１０が表示されるとともに、画面中央部
分に「モニター明るさ設定→〔シフト〕＋〔表示〕」と表示される。この文字表示は、シ
フトキー４８と表示キー５０を連続押し（又は同時押し）することにより液晶モニター３
８の明るさを調整する画面に移行できることを案内する操作支援表示である。
【００９１】
このシフトガイダンス画面の表示中、十字キー４４には何も機能が割り当てられていない
ので、ドットマトリックス液晶４６においては中央表示部４６Ｃに主モードマークのみを
表示し、上／下／左／右の各表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒは無表示となる。
【００９２】
シフトガイダンス画面の案内に従って、シフトキー４８と表示キー５０を押すと、図８（
ｂ）のように液晶モニター３８の画面に明るさ調整ブロック２１２が表示される。
【００９３】
この明るさ調整ブロック２１２は、小さいブロック２１３が左から右に向かって一列に並
ぶインジケータ形式で表示され、表示されるブロックの数で明るさの程度を表すようにな
っている。十字キー４４の左キー４４Ｌが明るさダウン（－）、右キー４４Ｒが明るさア
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ップ（＋）の機能を有し、これに対応してドットマトリックス液晶４６の左表示部４４Ｌ
には左矢印三角マーク、右表示部４４Ｒには右矢印三角マークがそれぞれ表示される。
【００９４】
左キー４６Ｌを押せばブロック２１３が増えて明るさがアップし、右キー４６Ｒを押すと
ブロック２１３の数が減ってモニター画面が暗くなる。上キー４４Ｕ及び下キー４４Ｄに
は機能が割り当てられていないので、ドットマトリックス液晶４６の上表示部４６Ｕ、下
表示部４６Ｄは無表示となる。また、中央表示部４６Ｃには現在の撮影モードであるムー
ビーモードマークが表示され、記録可能時間を示す文字は消される。なお、明るさ調整中
であることを示す特別なマークを中央表示部４６Ｃに表示させてもよい。
【００９５】
左キー４４Ｌ又は右キーＲを操作して、画面が適当な明るさになったところで、メニュー
／実行キー５２を押すと、その明るさ設定が確定する。また、キャンセルキー５４を押す
と明るさ調整の変更がキャンセルされ、元の設定に戻る。明るさ調整ブロック２１２の下
には、「設定→〔実行〕」及び「取消→〔キャンセル〕」という操作ガイダンスが表示さ
れる。
【００９６】
メニュー／実行キー５２の押下又はキャンセルキー５４の押下によって明るさの設定が終
了すると図７（ｂ）のスタンバイ状態に戻る。
【００９７】
図７（ｂ）で示したスタンバイ状態でレリーズボタン３０が「全押し」され「Ｓ2 がＯＮ
」すると、図９（ａ）で示すように、ムービー記録がスタートする。このとき液晶モニタ
ー３８の画面右上には録画時間の情報２１４が秒単位で表示される。
【００９８】
レリーズボタン３０は録画停止キーを兼ねており、レリーズボタン３０を２回目に押した
とき（Ｓ1 オン時）に撮影終了となり、取り込み画像がメモリカード１２０に記録される
。カード記録中は図９（ｂ）に示すように液晶モニター３８画面中に「カードに保存中」
という文字が表示される。
【００９９】
このとき、ドットマトリックス液晶４６には中央表示部４６Ｃにムービーモードマークが
表示され、上下左右の表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒは無表示となる。メモリカ
ード１２０への書き込み（画像の保存）処理が終了したら、図７（ｂ）で説明したスタン
バイ状態に戻る。
【０１００】
もし、Ｓ２オン（撮影開始）後、すぐにレリーズボタン３０が再押し操作され、Ｓ１がＯ
Ｎした時（撮影終了時）には、所定の最低記録時間の記録を実行する。例えば、本例のカ
メラ１０では１秒間に１０フレームを記録するようになっており、後述する動画インデッ
クス（２５画面マルチ表示）との関係で最低３秒間の記録を行う仕様になっている。また
、撮影中にメモリカード１２０が記録限界に達した時には、記録を停止して、そのまま自
動記録処理を行う。
【０１０１】
次に、マニュアル撮影モードによる動作を説明する。
【０１０２】
モード選択レバー４２を「撮影系モード」に設定し、モードダイヤル３２で「マニュアル
撮影モード」を選択すると、図６（ａ）で説明したドットマトリックス液晶４６の表示内
容に代えて、図１０に示すような表示によってカメラ１０が起動する。すなわち、ドット
マトリックス液晶４６において、マニュアル撮影モードであることを象徴する「Ｍ」とい
う文字とカメラのマークの組み合わせからなるモードマークが表示される。
【０１０３】
かかるモードマークの下には標準撮影可能枚数、クオリティー表示（Ｎはノーマルである
ことを表す。）、更に画素数情報（２４００は、２４００×１８００であることを表す）



(14) JP 4277119 B2 2009.6.10

10

20

30

40

50

が表示される。このように、カメラ１０の起動時にドットマトリックス液晶４６において
立ち上げ時のカメラ状態を示す表示が行われる。
【０１０４】
マニュアル撮影モードで撮影可能な状態となると、ドットマトリックス液晶４６及び液晶
モニター３８の画面は図１１（ａ）に示すような表示となる。
【０１０５】
ドットマトリックス液晶４６の中央表示部４６Ｃには、マニュアル撮影モードであること
を示すモードマークと標準撮影可能枚数の数字が表示され、上表示部４６Ｕにはズームア
ップマーク、下表示部４６Ｄにはズームダウンマーク、左表示部４６Ｌにはマクロモード
マーク、右表示部にはストロボマークが表示される。
【０１０６】
つまり、十字キー４４の上キー４４Ｕは光学ズームの望遠（テレ）操作機能、下キー４４
Ｄは光学ズームの広角（ワイド）操作機能、左キー４４Ｌはマクロモードの設定と解除を
行うマクロモード設定／解除機能、右キー４４Ｒはストロボモード設定機能が割り当てら
れている。
【０１０７】
図１１（ａ）では、マクロＯＦＦ、ストロボモードは自動発光モードに設定されている様
子を示している。この状態で左キー４４Ｌを押すとマクロモードＯＮの状態となり、左表
示部４６Ｌにマクロ設定がＯＮ状態であることを示すマーク（図２９（ｃ）参照）が表示
される。また、右キー４４Ｒを押す毎にストロボモードが「オート」→「赤目軽減」→「
強制発光」→「発光禁止」→「オート」…とサイクリックに循環し、右表示部４６Ｒにお
いて各ストロボモードを表すシンボルマークの表示が変更される（図３１参照）。
【０１０８】
液晶モニター３８の画面左上には「マニュアル撮影」というモード情報２１６が表示され
、その下に必要に応じて、マクロモードマーク、セルフタイマーマーク、マニュアルフォ
ーカスマークが表示される。画面中央にはＡＦターゲットマーク２１８が表示され、画面
左脇にはズームバー２０８が表示され、現在のズーム位置を視覚的に把握できる。
【０１０９】
画面下には左から順に液晶画面の明るさの設定状況、ストロボ光量の設定状況、ホワイト
バランスの設定状況、ＩＳＯ感度設定状況など各種設定状況が表示される。画面右上には
コマ番号が表示される。
【０１１０】
図１１（ａ）の画面で画角を決めてレリーズボタン３０を「半押し」（Ｓ1 オン）すると
、画像の取り込みが行われ、図１１（ｂ）の画面に変わる。この時、液晶モニター３８の
画面はフリーズ表示となり、カメラ内部でＡＦ処理及びＡＥ処理が実行される。かかるＡ
Ｆ処理、ＡＥ処理中、液晶モニター３８の画面右上にカメラの内部処理状況のインフォメ
ーションとして「！ＡＦ」と表示され、その後「！ＡＥ」という表示に入れ替わる。
【０１１１】
次いで、レリーズボタン３０を「全押し」（Ｓ2 オン）すると、記録用の撮影（画像記録
）が実行される。プレビューＯＦＦに設定されている時は、メモリカード１２０に画像を
保存後、図１１（ａ）の撮影待機状態に戻る。
【０１１２】
その一方、プレビューＯＮに設定されている時は、図１１（ｂ）の状態でレリーズボタン
３０を「全押し」（Ｓ2 オン）すると、記録用の撮影（画像記録）が実行され、図１１（
ｃ）に示すプレビュー表示画面となる。液晶モニター３８の画面左上には「プレビュー」
という動作状態を示す情報２２０が表示され、画面下には、「記録→〔実行〕」及び「取
消→〔キャンセル〕」という操作案内が表示される。
【０１１３】
また、プレビュー表示中は、十字キー４４の上キー４４Ｕが電子ズームの拡大キー、下キ
ー４４Ｄが電子ズームの縮小キーに割り当てられている。これに対応して、ドットマトリ
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ックス液晶４６の上表示部４６Ｕに拡大ズーム機能を意味するマーク（拡大鏡の中に＋の
記号）、下表示部４６Ｄに縮小ズーム機能を意味するマーク（拡大鏡の中に－の記号）が
表示される。
【０１１４】
十字キー４４のうち、機能割り当ての無い左キー４４Ｌ、右キー４４Ｒについてはドット
マトリックス液晶の左表示部４６Ｌ、４６Ｒは無表示となる。
【０１１５】
図１１（ｃ）の状態の時に上キー４４Ｕ（又は下キー４４Ｄ）を押すと、図１１（ｄ）に
示すように、画面中の表示画像が拡大（下キー４４Ｄを押下した場合には縮小）表示され
る。また、図には示さないが、ここでシフトキー４８と十字キー４４の何れかのキー（４
４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、又は４４Ｒ）を同時押しすることにより、ズーム画面のまま表示
範囲を移動（パンニング又はチルティング）させることができる。所望の画角でメニュー
／実行キー５２を押すと、現在表示されている画角の画像がメモリカード１２０に保存さ
れる。本例では４：３の画面比の画像を記録しているが、画面の縦横比を任意に、又は選
択的に変更できるようにしてもよい。
【０１１６】
図１１（ｃ）又は（ｄ）の画面の時にキャンセルキー５４を押すと、画像の記録処理を実
行せずに（ａ）のマニュアル撮影画面に戻る。なお、設定によっては、元の画像のみを記
録したり、現在表示中の画角と元の画像を両方記録することも可能である。
【０１１７】
このようにプレビュー中にズーム拡大／縮小及び表示範囲の移動を可能にしたので、マニ
ュアルフォーカスの時のピント合わせの確認に役立ち、撮影した画像をその場でトリミン
グして記録することができる。
【０１１８】
画素数１２８０×９６０の設定で撮像した場合、取り込み画像は１２８０のサイズでＳＤ
ＲＡＭ８２上にＹＣデータとして展開して保有されている。これを液晶モニター３８に表
示する場合には、内蔵バッファ７６によって間引き処理し、６４０のサイズに変換したデ
ータをＶＲＡＭ９４に供給している。したがって、プレビュー表示において拡大ズーム処
理を行っても解像度を落とさずに表示できる。
【０１１９】
本例ではプレビュー画に対して、拡大／縮小、表示範囲の移動を指令できるように構成さ
れているが、画面の回転や自由形状による画面の一部切り取りなどを指令できるように構
成してもよい。
【０１２０】
図１１（ａ）に示したマニュアル撮影画面でメニュー／実行キー５２を押すと、図１２及
び図１３に示す撮影設定メニューの画面に移行する。撮影設定メニューは、明るさ、スト
ロボ、ホワイトバランス、ＩＳＯ感度、マニュアルフォーカス、測光パターン、シャープ
ネス、プレビュー表示の８項目を有し、４項目ずつ２ページに分けて表示される。左キー
４４Ｌ又は右キー４４Ｒの操作によって「プレビュー表示」←→「シャープネス」←→「
測光」←→「マニュアルフォーカス」←→「明るさ」←→「ストロボ」←→「ホワイトバ
ランス」←→「ＩＳＯ感度」の８項目が順に切り換わる。
【０１２１】
図１２に示すように、第１ページ目は、「明るさ」、「ストロボ」、「ホワイトバランス
」、「ＩＳＯ感度」の４項目からなり、液晶モニター３８の画面下にこれら４項目のメニ
ューバー２２２が表示され、各項目毎に複数の選択内容が用意されている。
【０１２２】
「明るさ」の項目では－０．６～＋０．６の範囲で０．３刻みに明るさを設定できる。「
ストロボ」の項目では、－０．６～＋０．６の範囲で０．３刻みにストロボの明るさを設
定できる。「ホワイトバランス」の項目では、ストロボ、曇り屋外、晴天屋外、室内のう
ちから一つを選択できる。「ＩＳＯ感度」の項目では、２００、４００、８００のうちか
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ら一つを選択できる。
【０１２３】
設定項目を左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒで選択し、設定内容を上キー４４Ｕ又は下キー
４４Ｄで選択する。上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄにより設定内容を選択したらメニュー
／実行キー５２の押下によりその設定内容を確定する。
【０１２４】
メニュー項目を選択した時にポップアップ表示されるメニューバルーン（サブメニュー枠
）２２３も、画面下のメニュー項目表示の配列順に合わせて左から順次シフトしていくよ
うになっている。「ＩＳＯ感度」の項目はメニュー移動の突き当たりとなっており、メニ
ューは循環しない。したがって、図１２（ｄ）に示すように、「ＩＳＯ感度」の項目を設
定した時には、十字キー４４の右キー４４Ｒは無効となり、ドットマトリックス液晶４６
の右表示部４６Ｒは無表示となる。メニューを循環させず、よく使う項目を移動の突き当
たり（移動端）に設定しておくことで、その項目の位置で容易に停止させることができる
。
【０１２５】
図１２（ａ）の「明るさ」の設定画面で左キー４４Ｌを押すと、図１３（ａ）に示すよう
に第２ページに移行する。図１３に示すように、第２ページは「マニュアルフォーカス」
、「測光」、「シャープネス」、「プレビュー表示」の４項目からなり、液晶モニター３
８の画面下にこれら４項目のメニューバー２２２が表示され、各項目毎に複数の選択内容
が用意されている。
【０１２６】
「マニュアルフォーカス」の項目では、マニュアルフォーカスＯＮ又はＯＦＦの何れかを
選択できる。「測光」の項目では、画面全体を測光対象としてその全画面平均をとるアベ
レージ測光、画面の中央部分のみを測光対象とするスポット測光、又は画面を複数のエリ
アに分割して測光するマルチ測光のうち何れかの測光パターンを選択できる。「シャープ
ネス」では「０」を基準として輪郭強調の度合いを－方向及び＋方向に適当な範囲で設定
することができる。「プレビュー表示」の項目では、プレビューを表示させるか否かのプ
レビューＯＮ又はＯＦＦの何れかを選択できる。
【０１２７】
メニュー項目を左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒで選択し、設定内容を上キー４４Ｕ又は下
キー４４Ｄで選択する。上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄにより設定内容を選択したらメニ
ュー／実行キー５２の押下によりその設定内容を確定する。
【０１２８】
メニュー項目を選択した時にポップアップ表示される各項目のメニューバルーン２３３も
、画面下のメニュー項目表示の配列順に合わせて右から順次シフトしていくようになって
いる。「プレビュー表示」の項目は２ページ目のメニュー移動の突き当たりとなっており
、メニューは循環しない。したがって、図１３（ｄ）に示すように、「プレビュー表示」
の項目を設定した時には、十字キー４４の左キー４４Ｌは無効となり、ドットマトリック
ス液晶４６の左表示部４６Ｌは無表示となる。
【０１２９】
図１１（ａ）で説明した撮影待機画面でメニュー／実行キー５２を押した場合、デフォル
トとして「明るさ」の設定メニューの表示画面（図１２（ａ）となるが、以後、モードダ
イヤル３２やモード選択レバー４２によるモード切り換えを行っていない場合には、前回
抜けたメニューから入ることになる。
【０１３０】
また、図１１（ａ）、（ｃ）又は図１２及び図１３に示したいずれかの画面の時にシフト
キー４８を押すと、図８で説明したシフトガイダンス画面となる。
【０１３１】
次に、オート撮影モードによる動作を説明する。
【０１３２】
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モード選択レバー４２を「撮影系モード」に設定し、モードダイヤル３２を「オート撮影
」に選択すると、図６（ｂ），（ｃ）で示したドットマトリックス液晶４６の表示内容に
代えて、図１４に示すような表示によってカメラ１０が立ち上がる。すなわち、ドットマ
トリックス液晶４６においてオート撮影モードであることを象徴する「Ａ」という文字と
カメラを図案化したマークの組み合わせから成るマークが表示される。このモードマーク
とともに標準撮影可能枚数、クオリティー表示、画素数表示がなされる点は図１０で説明
したとおりである。
【０１３３】
オート撮影モードで撮影可能な状態となると、ドットマトリックス液晶４６及び液晶モニ
ター３８において図１５（ａ）に示すような表示となる。オート撮影モードの撮影待機状
態では、十字キー４４の上キー４４Ｕは光学ズームの望遠（テレ）操作機能、下キー４４
Ｄは光学ズームの広角（ワイド）操作機能、左キー４４Ｌはマクロモードの設定と解除を
行うマクロモード設定／解除機能、右キー４４Ｒはストロボモード設定機能が割り当てら
れており、ドットマトリックス液晶４６の上／下／左／右の各表示部４４Ｕ、４４Ｄ、４
４Ｌ、４４Ｒにそれぞれ対応する機能を示すマークが表示される。また、ドットマトリッ
クス液晶４６の中央表示部４６Ｃには、オート撮影モードであることを示すモードマーク
と標準撮影可能枚数が表示される。
【０１３４】
液晶モニター３８の画面左上には、「オート撮影」というモード情報２３０が表示され、
その下に必要に応じてマクロモードマーク、セルフタイマーマークが表示されることにな
る。画面中央にＡＦターゲットマーク２１８が表示され、ズームキー（この場合、上キー
４４Ｕ又は下キー４４Ｄ）を押すと、画面左脇にズームバー２０８が表示される。ズーム
バー２０８の表示はズームキーの押下後所定時間（例えば３秒間）表示されると自動的に
消える。また、日付表示２０６は立ち上がり後所定時間経過したら（例えば、３秒後）自
動的に消える。
【０１３５】
図１５（ａ）のオート撮影画面でレリーズボタン３０を押下（Ｓ１オン）すると、図１５
（ｂ）に示すようにスタンバイ画面となる。ここで更にレリーズボタン３０を「全押し」
（Ｓ2 オン）すると、画像記録動作を実行する。撮影画像がメモリカード１２０に保存さ
れると、図１５（ａ）のオート撮影画面の状態に戻る。このオート撮影画面で表示キー５
０を押すと同図（ｃ）乃至（ｅ）に示すように撮影支援画面に移行する。
【０１３６】
このカメラ１０にはベストフレーミング表示と呼ばれる撮影支援機能が設けられている。
これは、撮影目的に合わせて液晶モニター３８の画面にフレーミングの目安となる指標線
（ベストフレーミング枠２３２という。）が表示され、撮影者はこのベストフレーミング
枠２３２を参考にしながら画角合わせを行うことにより、良好な構図の写真が得られると
いうものである。
【０１３７】
図１５（ｃ）では風景撮影に適したベストフレーミング枠２３２が表示された様子が示さ
れている。この画面においてシフトキー４８を押すと十字キー４４の機能が変更され、上
キー４４Ｕはベストフレーミング枠のパターンを選択する機能、下キー４４Ｄはセルフタ
イマー設定機能、左キー４４Ｌはリサイズ（画素数変更）機能、右キー４４Ｒはクォリテ
ィー設定機能がそれぞれ割り当てられる。かかる機能割り当てに対応してドットマトリッ
クス液晶４６の上／下／左／右の各表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒも所定のマー
ク表示に切り換わる。
【０１３８】
図１５（ｃ）の状態からシフトキー４８と上キー４４Ｕを連続押しすると、図１５（ｄ）
に示したように集合写真に適したベストフレーミング枠２３２の表示に切り換わり、十字
キー４４の機能も図１５（ａ）で説明したのと同じ状態になる。図１５（ｄ）の画面でシ
フトキー４８を押すと図１５（ｃ）で説明したように十字キー４４機能が変更され、シフ
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トキー４８＋上キー４４Ｕの操作によって図１５（ｅ）に示すような人物撮影に適したベ
ストフレーミング枠２３２が表示される。
【０１３９】
図１５（ｃ）乃至（ｅ）の何れかの撮影支援画面を用いて構図を決めてから、レリーズボ
タン３０を押下（Ｓ１オン）すると、同図（ｂ）のスタンバイ画面となる。撮影支援画面
からＳ１オンとなった時には、スタンバイ画面においてベストフレーミング枠２３２も表
示される。スタンバイ画面（ｂ）でレリーズボタン３０を「全押し」（Ｓ２オン）すると
記録動作が実行され、画像がメモリカード１２０に保存される。
【０１４０】
図１５（ｃ）乃至（ｅ）の何れかの撮影支援画面の時に表示キー５０を押すと、撮影支援
機能から抜けて、図１５（ａ）のオート撮影画面に戻る。
【０１４１】
次に再生モードについて説明する。
【０１４２】
モード選択レバー４２を「再生系モード」に設定すると、図６（ｂ）又は（ｃ）で説明し
たドットマトリックス液晶４６の表示内容に代えて、図１６に示すような表示によってカ
メラ１０が立ちあがる。すなわち、ドットマトリックス液晶４６において再生モードであ
ることを象徴する右向き三角マークのモードマークが表示される。
【０１４３】
再生モードでカメラ１０が立ち上がると、メモリカード１２０内の最後の画像ファイル（
最後に撮影した画像）が一コマ再生表示される。図１７（ａ）には最後の画像ファイルが
静止画ファイルである場合の再生表示例が示されている。液晶モニター３８の画面左上に
は、再生モードであることを示すモード情報２３６が表示されるとともに、画面右上にコ
マ番号及びファイル名の情報２３８が表示される。また画面下には撮影日時が表示される
。また、画面右脇には画像ファイルの付加情報として、誤消去防止（画像プロテクト）設
定の情報や、プリント情報の有無を示すマークが表示される場合もある。
【０１４４】
一コマ再生時、十字キー４４の上キー４４Ｕは拡大ズームの指令、下キー４４Ｄは縮小ズ
ームの指令、左キー４４Ｌはコマ戻し、右キー４４Ｒはコマ送りの各機能が割り当てられ
る。これに応じてドットマトリックス液晶４６の上／下／左右の各表示部４６Ｕ、４６Ｄ
、４６Ｌ、４６Ｒにはそれれぞれキー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒの機能を示すマー
クが表示される。また、中央表示部４６Ｃには再生モードであることを示すモードマーク
が表示される。
【０１４５】
図１７（ａ）の画面で上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄを押すと、再生画面が拡大表示又は
縮小表示される。例えば、上キー４４Ｕを押すと図１７（ｂ）に示すように画像が拡大さ
れ、画面左脇にズームバー２０８が表示される。また、画面下には「ズーム移動→〔シフ
ト〕＋〔↑↓←→〕」なる操作案内が表示される。
【０１４６】
図１７（ｂ）の画面でシフトキー４８を押すと同図（ｃ）に示すシフトガイダンス画面に
移行し、図８で説明したとおり、ガイダンスに従って液晶モニター３８の明るさを調整で
きる。なお、シフトガイダンス中、十字キー４４は無効となるのでドットマトリックス液
晶４６の上／下／左／右の各表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒは無表示となる。図
１７（ｂ）及び（ｃ）何れの画面においても、キャンセルキー４８を押すことにより、図
１７（ａ）の一コマ再生画面に戻る。
【０１４７】
図１７（ｂ）の画面に示された操作案内にしたがってシフトキー４８と上下左右の何れか
のキー（４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、又は４４Ｒ）を同時押しすることにより、図１８（ａ
）に示すようにズーム画面のまま表示範囲を移動させることができる。この場合、上下左
右キー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、又は４４Ｒは表示範囲を移動させる方向指示キーとして
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機能し、ドットマトリックス液晶４６の上下左右表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒ
には、それぞれ方向を示す三角マークが表示される。中央表示部４６Ｃには画面の平行移
動が可能であることを象徴するマークが表示される。
【０１４８】
また、液晶モニター３８の画面においても上下左右の各移動可能方向を示す三角マーク２
４０が表示され、画面左脇にズームバー２０８が表示される。ズーム移動の操作により、
画面の端（例えば、画面の左端）に到達し、それ以上移動できない場合には、図１８（ｂ
）に示すように、その方向を示す三角マークの表示が消えるとともに、ドットマトリック
ス液晶４６において、当該方向の指示キーの表示が消える。これにより、画面移動の限界
を容易に認識できる。このような画面移動の操作は、図１１で説明したプレビュー画面の
移動操作においても同様である。
【０１４９】
図１８（ａ）又は（ｂ）の画面でキャンセルキー５４を押すと、元のサイズに戻り、図１
７（ａ）の一コマ再生表示に復帰する。なお、図１７（ａ）の一コマ再生表示中にシフト
キー５４を押すと図８で説明したシフトガイダンス画面に移行し、モニターの明るさ調整
が可能である。
【０１５０】
図１９は再生静止画メニューの画面例を示す図である。図１７（ａ）の静止画（一コマ）
再生画面でメニュー／実行キー５２を押すと、図１９（ａ）の再生静止画メニューが表示
される。メニューには「消去」、「オートプレイ」、「リサイズ」、「プロテクト」、「
ＤＰＯＦ」、「地図再生」の６項目があり、各項目毎に複数の選択内容が用意されている
。
【０１５１】
液晶モニター３８の画面下にこれら項目を示すアイコン２５０が一列に配列されたメニュ
ーバーが表示され、左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒで項目を選択するとサブメニューのメ
ニューバルーン２５２が表示される。メニユーバルーン２５２の表示位置は、画面下のメ
ニュー項目を示すアイコン２５０の配列順に合わせて移動するようになっている。「消去
」と「地図再生」の項目がメニュー移動の突き当たりになっており、「消去」から「地図
再生」、「地図再生」から「消去」へは循環しない。
【０１５２】
左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒによってメニュー項目を選択し、サブメニューの中から設
定内容を上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄで選択する。上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄによ
り設定内容を選択したらメニュー／実行キー５２の押下によりその設定内容を確定する。
【０１５３】
図１９（ａ）に示すように「消去」メニューを選択した時には十字キー４４の左キー４４
Ｌは無効となり、ドットマトリックス液晶４６の左表示部４６Ｌは無表示となる。同様に
図１９（ｆ）に「地図表示」メニューを選択した時には右キー４４Ｒが無効となり、ドッ
トマトリックス液晶４６の右表示部４６Ｒは無表示となる。なお、メニューの項目を循環
させてもよく、この場合は、左／右キー４４Ｌ、４４Ｒは常に有効となり、ドットマトリ
ックス液晶４６において機能を示す表示がなされる。
【０１５４】
「消去」のメニューバルーン２５２には、「フォーマット」、「全コマ消去」「一コマ消
去」の３つのサブメニューが含まれる。上／下キー４４Ｕ、４４Ｄでサブメニュー項目を
選択してメニュー／実行キー５２を押すと、それぞれの消去の実行の確認画面となり、そ
の確認画面でさらにメニュー／実行キー５２を押すことで、処理が実行される。画像プロ
テクトがかかっている画像については、一コマ消去、全コマ消去処理を実行しても消去さ
れない。この場合、画像プロテクトを解除してから、一コマ消去、全コマ消去処理を実行
する。
【０１５５】
「オートプレイ」はメモリカード１２０内の画像ファイルを一つずつ順番に自動再生する
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モードである。ただし、動画ファイルの場合には先頭コマの画像が代表画像として再生さ
れる。「オートプレイ」の項目では画面切換時のワイプパターンを設定でき、「ワイプな
し」、「ワイプ１」、「ワイプ２」、「ワイプ３」の何れかを選択することができる。ワ
イプ１～３にはそれぞれ所定のワイプパターンが定義されている。「リサイズ」の項目で
は画素数の変更が可能であり、「２４００→１２８０」、「２４００→６４０」、「１２
８０→６４０」の何れかを選択できる。
【０１５６】
「プロテクト」のサブメニューには、「全コマ解除」、「全コマプロテクト」、「一コマ
設定」の３つの選択項目が含まれている。上／下キー４４Ｕ、４４Ｄで所望の項目を選択
してメニュー／実行キー５２を押すと、それぞれのプロテクト処理実行の確認画面となり
、その確認画面で更にメニュー／実行キー５２を押すことで、プロテクト処理が実行され
る。
【０１５７】
「ＤＰＯＦ」のサブメニューには、「全コマ指定／解除」、「確認／解除」、「一コマ指
定」、「日付有り」の選択項目が含まれている。ＤＰＯＦ（Digital Print Order Format
) の規格は、メモリカード１２０その他の記録媒体に記録した各画像について印画時のプ
リント枚数やトリミング等のプリント内容に関する指示（プリント情報）を決められたパ
ラメータ、書式で記載した印画注文ファイルとしてその記録媒体に記録しておくものであ
る。印画注文ファイルを予めデジタルカメラやパソコン等で作成し記録媒体に記録してお
くことで、ラボ注文時やプリント装置での印画時においてプリント内容の指定を不要にす
ることができる。「地図再生」では、複数の地図データの中から所望の地図データを選択
して、その選択に係る地図を液晶モニター３８に表示させることができる。
【０１５８】
次に、動画再生について説明する。カメラ１０を再生モードで立ち上げた時に、メモリカ
ード１２０の最後の画像ファイルが動画ファイルである場合には、図２０（ａ）に示すよ
うなムービー再生待機画面の表示となる。
【０１５９】
ムービー再生待機画面は、動画ファイルの先頭フレームの画像が表示されるとともに、画
面左上にムービーモードマーク２６０が表示され、画面下に動作表示マーク２６２が表示
される。動作表示マーク２６２は、左から、画コマ戻し、巻戻し、逆再生、停止、一時停
止、再生、早送り、画コマ送りの順に配列されており、十字キー４４の操作に応じて動作
状況を示すマークの色が変わって状態を表示するようになっている。
【０１６０】
十字キー４４は、上キー４４Ｕがストップ、下キー４４Ｄが再生／一時停止、左キー４４
Ｌは画コマ戻し、右キー４４Ｒは画コマ送りの操作キーとして機能する。ドットマトリッ
クス液晶４６の上／下／左／右表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒには各キーの機能
を表すマークが表示され、中央表示部４６Ｃにはムービーモードマークが表示される。
【０１６１】
図２０（ａ）のムービー再生待機画面で下キー４４Ｄが押されると、再生処理がスタート
する。図２０（ｂ）に示したように、メモリカード１２０から再生用データを読み込み中
、液晶モニター３８は一時的に画面が暗くなり、中央に砂時計マーク２６４が表示される
。
【０１６２】
読み込みが終了すると、図２０（ｃ）に示すように、動画ファイルが再生される。再生中
、動作表示マーク２６２の再生マーク２６６の色が変わるとともに、画面下にファイルの
再生経過を示すタイムバー２６８が表示される。また、動画ファイル再生中にはドットマ
トリックス液晶４６の中央表示部４６Ｃには、動画再生中であることを示す三角マークが
表示される。動画再生中、上キー４４Ｕはストップ、下キー４４Ｄは再生／一時停止、左
キー４４Ｌは巻戻し、右キー４４Ｒは早送りの機能が割り当てられ、ドットマトリックス
液晶４６の上／下／左／右表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒには各キーの機能を表
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すマークが表示される。
【０１６３】
図２０（ｃ）に示す動画再生中に上キー４４Ｕ（ストップキー）を押すと再生処理を停止
して、先頭フレームに戻る。動画再生途中で繰り返し先頭から再生することができる。
【０１６４】
図２０（ｃ）に示す動画再生中に下キー４４Ｄを押すと、図２１（ａ）に示すように、ム
ービー再生が一時停止状態となる。この時、液晶モニター３８画面下におけるの動作表示
マーク２６２の一時停止マーク２７０の色が変わり、ドットマトリックス液晶４６の中央
表示部４６Ｃにも一時停止マークが表示される。一時停止中、十字キー４４の左キー４４
Ｌはコマ戻し、右キー４４Ｒはコマ送りの操作キーとして機能するので、ドットマトリッ
クス液晶４６の左／右表示部４６Ｌ、４６Ｒにおいてそれぞれ所定のマークが表示される
。
【０１６５】
この一時停止画面でシフトキー４８を押すと、図２１（ｂ）に示すように、ドットマトリ
ックス液晶４６の下表示部４６Ｄにおいて再生マークの三角アイコンの向きが反転し、下
キー４４Ｄに逆再生キーとして機能が割り当てられる。左キー４４Ｌと右キー４４Ｒは無
効なキーとなるため、ドットマトリックス液晶４６の左／右表示部４６Ｌ、４６Ｒは無表
示となる。
【０１６６】
図２１（ｂ）で示した状態の時に下キー４４Ｄを押すと、一時停止の状態から逆再生がス
タートする。図２１（ｃ）に示すように、逆再生中は動作表示マーク２６２の逆再生マー
ク２７２の色が変わり、ドットマトリックス液晶４６の中央表示部４６Ｃにも逆再生中で
あることを示す三角マーク（逆再生マーク）が表示される。また、逆再生中には、十字キ
ー４４の左キー４４Ｌは巻戻し、右キー４４Ｒは早送りの操作キーとして機能するため、
ドットマトリックス液晶４６の左／右表示部４６Ｌ、４６Ｒにおいて機能を表すマークが
表示される。
【０１６７】
図２０（ｃ）の動画再生中にシフトキー４８を押してシフトガイダンスを呼び出すとムー
ビー再生は一時停止となる。また、図２０（ａ）のムービー再生待機の画面でシフトキー
４８を押した場合にもシフトガイダンス画面となり、図８で説明した通り、モニターの明
るさ調整が可能である。
【０１６８】
図２２は再生動画メニューの操作手順を示す図である。
【０１６９】
図２０（ａ）で説明したムービー再生待機中に、メニュー／実行キー５２を押すと、図２
２（ａ）の再生動画メニュー画面となる。再生動画メニューは、「消去」、「インデック
ス」、「プロテクト」の３項目を含む。液晶モニター３８の画面下にこれら項目を示すア
イコン２８０が一列に配列されたメニューバーが表示され、左キー４４Ｌ又は右キー４４
Ｒで項目を選択するとサブメニューのメニューバルーン２８２が表示される。メニューバ
ルーン２８２の表示位置はアイコン２８０の配列順に合わせて移動するようになっている
。「消去」と「プロテクト」が移動の突き当たりになっており、「消去」から「プロテク
ト」、「プロテクト」から「消去」は循環しない。
【０１７０】
このため、「消去」時には左キー４４Ｌが無効となり、ドットマトリックス液晶４６の左
表示部４６Ｌは無表示となる（図２２（ａ））。同様に「プロテクト」時には右キー４４
Ｒが無効となり、右表示部４６Ｒは無表示となる（図２２（ｃ））。なお、メニュー項目
を循環させてもよく、この場合、左／右キー４４Ｌ、４４Ｒは常に有効となり、ドットマ
トリックス液晶４６において機能表示が示される。
【０１７１】
「消去」及び「プロテクト」の選択操作については図１９で説明した通りである。図２２
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（ｂ）に示すように、「インデックス作成」メニューを選択するとインデックス作成の実
行有無を問うサブメニューが表示される。
【０１７２】
十字キー４４の上キー４４Ｕ又は下キー４４Ｄによって「実行」を選択し、メニュー／実
行キー５２を押すと、図２３（ａ）に示すようなインデックス画（動画インデックスとい
う。）が表示される。このインデックス画は、動画ファイル内のフレーム画像から適当な
時間間隔で代表フレームが抽出され、液晶モニター３８上に５×５の２５フレームの縮小
画像として配列表示されるものである。
【０１７３】
なお、動画インデックスの表示形態は５×５の２５画面マルチ表示に限らず、４×４の１
６画面マルチ表示、３×３の９画面マルチ表示などの形式でもよい。
【０１７４】
動画ファイルからインデックス画用のフレームを抽出する方法としては、例えば、動画フ
ァイル内の全コマ数と、前記インデックス画の中に配列させる縮小画像の画像数（この場
合２５）の関係から、およそ等しいコマ数間隔毎に１つのコマを抽出し、若しくは間引く
ようにコマの抽出割合又は間引き割合が算出される。
【０１７５】
動画の最低記録時間が３秒であり、１秒間に１０フレームの動画記録を行う場合、３秒間
で３０フレームの画面が取得される。これを２５画面に減じてインデックス画として出力
するには、５フレームを取り除く必要があるので、本例では、５フレームに１フレームの
割合でフレームを間引く。
【０１７６】
また、仮に動画ファイル中に１００フレームの画像が含まれている時には、これを２５画
面に減じてインデックス画として出力するには、１／４のコマ数に削減する必要があるの
で、かかる割合にしがたって表示用のフレームを抽出する。動画ファイル内のフレーム数
が２５の倍数以外の数であるときは、抽出と間引きを適宜組み合わせて、およそ動画ファ
イル全体から偏りなくフレームを抽出してインデックス画を作成する。こうすることによ
り、インデックス画を見るだけで動画ファイル全体の内容を容易に把握することができる
。
【０１７７】
インデックス画の作成時には、液晶モニター３８の画面左上に「インデックス作成」とい
う文字情報２８６が表示され、画面の中央にインデックス保存の有無を問う「ＯＫ？」と
いう文字が表示される。また、画面右上にはファイル番号２８８が表示され、画面下には
「保存→〔実行〕」及び「戻る→〔キャンセル〕」という操作案内が表示される。図２３
（ａ）に示すインデックス作成画面では、十字キー４４は無効になり、ドットマトリック
ス液晶４６において中央表示部４６Ｃにのみムービーモードマークが表示され、上／下／
左／右の各表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒは全て無表示となる。
【０１７８】
インデックス作成画面（図２３（ａ））でメニュー／実行キー５２を押すと、インデック
ス画が静止画ファイルとしてメモリカード１２０に保存され、図２３（ｂ）に示す再生静
止画メニュー画面に移行する。すなわち、液晶モニター３８の画面左上には「再生モード
」であることを示すモード情報２９０が示され、画面下には「消去」、「オートプレイ」
、「リサイズ」、「プロテクト」、「ＤＰＯＦ」、「地図再生」のメニュー項目を示すア
イコン２５０が配列されたメニューバーが表示される。また、ドットマトリックス液晶４
６の中央表示部４６Ｃにおいて再生静止画であることを示す三角マークが表示されるとと
もに、上／下／左／右の各表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒにおいて十字キー４４
の各機能を示す方向マークが表示される。
【０１７９】
図２３（ｂ）の画面で上下左右の何れかのキー４４Ｕ、４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒを押すと
、図２３（ｃ）に示すように、メニューバルーン２９２が表示される。その後のメニュー
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の操作は図１９で説明した通りである。また、図２３（ｂ）のインデックス画面中から所
望のフレームを選択してメニュー／実行キー５２を押すと、その選択されたフレームから
動画再生をスタートさせることもできる。更に、図２３（ｂ）の画面において図１８で説
明したのと同様の操作手順により、表示画面の拡大／縮小、及び表示範囲の移動が可能で
ある。
【０１８０】
インデックス画の画像ファイルには、インデックス画内の縮小画像の元画像ファイルを特
定するためのリンク情報が付加される。このリンク情報は元画像のファイルが格納されて
いるフォルダー及びファイル名の情報であってもよいし、コマ番号情報や、インデックス
画の表示画面内における縮小画像の表示位置と動画ファイル内のコマ位置とを対応付ける
オフセット情報などであってもよい。
【０１８１】
このようなリンク情報は、例えば、ExifファイルフォーマットやＡＶＩファイルフォーマ
ットのタグ情報として記録される。
【０１８２】
上述のリンク情報を利用することにより、インデックス画の表示画面で所望の縮小画像の
ポジションを指定すると、その指定ポジションに対応する動画ファイル内の画面から動画
再生をスタートできる。また、シフトキー４８を押しながら上／下／左／右キー４４Ｕ、
４４Ｄ、４４Ｌ、４４Ｒを押して、インデックス画の中から所望の縮小画像を選択すると
、動画ファイルの中から当該選択に係る画面が呼び出され、その画面が一コマ再生される
。
【０１８３】
インデックス画をメモリカード１２０に保存する場合、インデックス画のファイルには、
当該インデックス画作成の基礎となった動画ファイルを特定するためのリンク情報が付加
され、基礎となった動画ファイル側にもインデックス画のファイルを特定するリンク情報
が自動付与される。このリンク情報を利用することにより、インデックス画の再生画面か
ら対応する動画ファイルを呼び出して動画再生を実行することができるとともに、動画フ
ァイルから直ぐにインデックス画のファイルを開くことができる。
【０１８４】
本例では、ユーザーが所定の操作を行った場合に、動画ファイルのインデックス画の作成
と記録を実行するが、動画撮影によって動画ファイルが記録される時に、自動的にインデ
ックス画を作成し、これを静止画ファイルとしてメモリカード１２０に記録するようにし
てもよい。
【０１８５】
次に、再生モードにおける便利な機能を幾つか説明する。
【０１８６】
図２４には、静止画再生における早送り時の様子が示されている。図２４（ａ）に示す通
常の一コマ再生の画面のとき、十字キー４４の左／右キー４４Ｌ、４４Ｒはそれぞれコマ
送りキー、コマ戻しキーとして機能する。この一コマ再生画面において、左キー４４Ｌ又
は右キー４４Ｒを所定時間以上長押し（例えば、０．７秒間の長押し）すると早送りモー
ドに移行する。
【０１８７】
早送りモードになると、図２４（ｂ）に示すように、液晶モニター３８の画面下に３画像
分の縮小画像（サムネイル）がピクチャー・イン・ピクチャーの方式で表示され、このサ
ムネイル表示部２９４の上に再生状況を示す再生バー２９６が表示される。左キー４４Ｌ
又は右キー４４Ｒを押し続けている間、ファイル番号順にサムネイルが自動表示され、１
つのサムネイルはサムネイル表示部２９４の左から右へ移動しながら順次送り出されてい
く。なお、サムネイルは所定時間（例えば０．２秒）毎に一コマずつ移動する。
【０１８８】
画面の背景は早送りモードに移行した時の一コマ再生画像で停止し、サムネイル表示部２
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９４の表示によって早送りによる画像確認を行うことができる。動画ファイルの場合には
、先頭フレームの縮小画像が代表画像として表示されることになる。なお、動画の画面サ
イズは６４０×４８０であり、通常の静止画ファイル（例えば、１２８０×９６０）に比
べて画面サイズが小さいので、これを反映して縮小画像のサイズも小さいものとなってい
る。図２４（ｂ）中符号２９８で示す縮小画像は動画ファイルの代表画像である。
【０１８９】
所望の画像がサムネイル表示部２９４の中央の位置に来たところで、左キー４４Ｌ又は右
キー４４Ｒから指を離し、所定時間（例えば、０．７秒）経過すると、当該中央の画像の
再生モードに移行する。例えば、図２４（ｂ）の状態で左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒか
ら指を離すと符号２９８で代表される動画ファイルが選択され、図２４（ｃ）に示すよう
に、当該動画ファイルのフルサイズによる再生が可能となる。動画の再生手順は図２０乃
至図２４で説明した通りである。
【０１９０】
なお、左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒから指を離し、所定時間（例えば、０．７秒）経過
する前であれば、左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒを再押しすることで、サムネイルのコマ
送り若しくはコマ戻しが可能である。本例のように３つのサムネイルを表示して１つのサ
ムネイルを左から右へ( 戻しの場合は右から左へ) 移動させるようにしたので、早送り中
に所望の画像を見つけやすいという利点がある。
【０１９１】
サムネイル表示部２９４は、図２４（ｂ）のように液晶モニター３８の画面下部に形成す
る態様以外に、画面の左脇又は右脇に縦方向に形成して、サムネイルが上から下へ、又は
下から上へ移動しながら早送りされるようにしてもよい。サムネイル表示部２９４に表示
されるサムネイルの数は３つに限らず、２つ以上の妥当な数でいくつ表示させてもよい。
【０１９２】
図２５には、ムービー再生における早送り時の様子が示されている。
【０１９３】
図２５（ａ）に示すムービー再生待機中に、左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒのの長押しで
早送りモードに移行する。図２４で説明したとおり、早送りモードの場合、液晶モニター
３８の画面下に３画像分のサムネイルが表示され（図２５（ｂ）、そのサムネイル表示部
２９４の上に再生バー２９６が表示される。
【０１９４】
左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒを押し続けている間、ファイル番号順にサムネイル画面の
左から右へ移動しながら順次自動表示される。所望の画像がサムネイル表示部２９４の中
央の位置に来たところで、左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒから指を離し、所定時間（例え
ば、０．７秒）経過すると、当該中央の画像の再生モードに移行する。例えば、図２５（
ｂ）の状態で左キー４４Ｌ又は右キー４４Ｒから指を離すと符号３０２のサムネイルに対
応する静止画ファイルが選択され、図２５（ｃ）に示すように、当該静止画ファイルのフ
ルサイズによる再生が行われる。
【０１９５】
図２６にはサムネイル表示時の操作手順が示されている。再生モードにおいて一コマ再生
時又はムービー再生待機時に表示キー５０を２回連続押し（ダブルクリック）すると、図
２６（ａ）に示すように、液晶モニター３８にサムネイルの一覧表示がなされる。これは
メモリカード１２０内の画像ファイルをサムネイルにより一覧表示するものであり、モニ
ター画面を３×３の９分割した９画面マルチ表示によって表示される。動画ファイルの場
合は、先頭フレームの縮小画像が代表画像として表示される。
【０１９６】
画像ファイル数が多く一画面で全てのサムネイルを表示できないときは、複数のページに
分けて表示される。ページを切り換える時は、シフトキー４８＋左／右キー４４Ｌ、４４
Ｒによってページの送り又は戻しを指示する。
【０１９７】
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図２６（ａ）のサムネイル一覧表示画面においてシフトキー４８を押すと、図２６（ｂ）
に示すシフトガイダンス画面となる。このシフトガイダンス画面では、モニターの明るさ
設定の操作案内と、ページ移動の操作案内が表示される。このとき、十字キー４４の左／
右キー４４Ｌ、４４Ｒはページ移動指示の入力キーとして機能し、ドットマトリックス液
晶４６の左／右表示部４６Ｌ、４６Ｒにはページ移動機能を示すマークが表示される。
【０１９８】
液晶モニター３８に表示されるガイダンスに従って、シフトキー４８＋表示キー５０を押
すと、図２６（ｃ）に示すようにモニターの明るさ設定画面に移行し、図８で説明した手
順に従って所定の操作を行うことでモニターの明るさを調整できる。
【０１９９】
図２６（ｂ）のシフトガイダンス画面から、シフトキー４８＋左／右キー４４Ｌ、４４Ｒ
によってページ移動を行うことができる。例えば、シフトキー４８＋右キー４４Ｒによっ
て図２７（ａ）に示すようにページの送りを指定でき、シフトキー４８＋左キー４４Ｌに
よってページの戻し（同図（ｂ））を指定できる。サムネイル一覧表示のページ移動の時
には、ドットマトリックス液晶４６の中央表示部４６Ｃを無表示としてもよいし、所定の
マークを表示させてもよい。
【０２００】
次に、ドットマトリックス液晶４６における表示のバリエーションを説明する。
【０２０１】
モードダイヤル３２でセットアップモードを選択すると、図２８（ａ）に示すように、ド
ットマトリックス液晶４０の中央表示部４６Ｃにセットアップモードであることを示すマ
ーク（文字）が表示される。このとき、十字キー４４は、セットアップメニューの項目や
設定内容を選択するための上／下／左／右カーソルキーとして機能するため、ドットマト
リックス液晶４０の上／下／左／右表示部４６Ｕ、４６Ｄ、４６Ｌ、４６Ｒにはそれぞれ
上下左右方向の指示機能を示す三角マークが表示される。また、状況により十字キー４４
のうち上／下キー４４Ｕ、４４Ｄが無効になる場合には、図２８（ｂ）に示すように上／
下表示部４６Ｕ、４６Ｄがブリンクとなる。
【０２０２】
モードダイヤル３２で連写モードを選択すると、カメラ１０の立ち上がり時には、図２９
（ａ）に示すように連写モードであることを示すモードマーク３０２を含む表示がなされ
る。やがて、連写モードによる撮影可能な状態になると、図２９（ｂ）に示すような表示
に切り換わる。連写モードの場合、ストロボの発光は禁止されるため、十字キー４４の右
キー４４Ｒは無効なキーとなり、ドットマトリックス液晶４６の右表示部４６は無表示と
なる。左キー４４Ｌはマクロ設定キーの機能が割り当てられており、左表示部４６Ｌには
マクロ機能とその設定状態を示すマークが表示される。また、上キー４４Ｕは光学ズーム
のテレ操作キー、下キー４４Ｄはワイド操作キーとして機能するため、ドットマトリック
ス液晶４６の上／下表示部４６Ｕ、４６Ｄに各機能を示すマークが表示される。
【０２０３】
図２９（ｂ）はマクロモードがＯＦＦに設定されている状態を示しており、この状態で左
キー４４Ｌを押すとカメラ１０がマクロモードに設定され、図２９（ｃ）のような表示に
切り換わる。マクロモードをＯＮ設定することによりＡＦのスキャン範囲が近距離側にシ
フトされ、近距離にある被写体への高精度のピント合わせが可能になる。
【０２０４】
モードダイヤル３２で人物撮影モードを選択すると、カメラ１０の立ち上がり時には、図
３０（ａ）に示すように人物撮影モードであることを示すモードマーク３０４を含む表示
が行われる。やがて、人物撮影モードによる撮影可能な状態になると、図３０（ｂ）に示
すような表示に切り換わる。人物撮影モードの場合、マクロモードの設定は禁止されるた
め、十字キー４４の左キー４４Ｌは無効なキーとなり、ドットマトリックス液晶４６の左
表示部４６は無表示となる。右キー４４Ｒはストロボ設定キーの機能が割り当てられてお
り、右表示部４６Ｒにはストロボ設定機能とその設定状態を示すマークが表示される。
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【０２０５】
図３０（ｂ）はストロボの設定が「オートモード」に設定されている状態を示している。
この状態で右キー４４Ｒを押すとストロボモードを切り換えることができる。図３１に示
すように、「オートモード」の状態（ａ）から右キー４４Ｒを押す毎に「オートモード」
（ａ）→「赤目軽減モード」（ｂ）→「強制発光モード」（ｃ）→「発光禁止」（ｄ）→
「オートモード」（ａ）…という具合に循環式に切り換わるようになっている。ストロボ
モードの切り換えに応じて、ドットマトリックス液晶４６の右表示部４６Ｒの表示内容が
切り換わり、ストロボモードの設定状態を示すマークが表示される（図３１参照）。
【０２０６】
モードダイヤル３２で風景撮影モードを選択すると、カメラ１０の立ち上がり時には、図
３２（ａ）に示すように風景撮影モードであることを示すモードマーク３０６を含む表示
が行われる。やがて、風景撮影モードによる撮影可能な状態になると、図３２（ｂ）に示
すような表示に切り換わる。風景撮影モードの場合、マクロモードの設定は禁止されるた
め、十字キーのうち左キー４４Ｌは無効なキーとなり、ドットマトリックス液晶４６の左
表示部４６Ｌは無表示となる。右キー４４Ｒはストロボ設定キーの機能が割り当てられて
おり、右表示部４６Ｒにはストロボ設定機能とその設定状態を示すマークが表示される。
【０２０７】
モードダイヤル３２で夜景撮影モードを選択すると、カメラ１０の立ち上がり時には、図
３３（ａ）に示すように夜景撮影モードであることを示すモードマーク３０６を含む表示
が行われる。やがて、風景撮影モードによる撮影可能な状態になると、図３３（ｂ）に示
すような表示に切り換わる。夜景撮影モードの場合もマクロモードの設定は禁止されるた
め、十字キーのうち左キー４４Ｌは無効なキーとなり、ドットマトリックス液晶４６の左
表示部４６Ｌは無表示となる。右キー４４Ｒはストロボ設定キーの機能が割り当てられて
おり、右表示部４６Ｒにはストロボ設定機能とその設定状態を示すマークが表示される。
【０２０８】
人物撮影モード、風景撮影モード、夜景撮影モードの各モードでは、それぞれの撮影状況
に適した良好な撮影を可能とするように、測光設定（重み付け分布のパターン）、ホワイ
トバランス、絞り、シャッター速度などの設定項目が適宜制御される。
【０２０９】
次に、本実施の形態に係るデジタルカメラのマクロ撮影モード設定の維持と解除の制御例
を説明する。
【０２１０】
このカメラ１０では、位相差ＡＦと呼ばれるオートフォーカス方式が採用されており、Ｃ
ＣＤ６６から得られる画像信号の高周波成分の積算値に基づいて被写体距離を算出してい
る。通常の撮影（マクロモード以外の撮影）の場合、被写体はおよそ８０cm以上の距離に
あるものとして、８０cm～∞の範囲でＡＦスキャンを行っている。このように、ＡＦスキ
ャン範囲を制限しているのは、疑似ピークによる誤測距防止とＡＦ時間の高速化を図るた
めである。
【０２１１】
これに対し、マクロモードによる撮影時には、ＡＦのスキャン範囲を至近側にシフトさせ
、約２０cm～８０cmの範囲でピントが合うようにＡＦ制御がなされる。
【０２１２】
図３４は本例のデジタルカメラにおいてマクロモードが保持される状況と解除される状況
をまとめた図表である。マクロ設定の情報はＤＲＡＭ１５２又はＥＥＰＲＯＭ１３０に記
憶され、状況に応じて設定内容の保持／クリアが行われる。同図に示したように、マクロ
ＯＮの状態でシステムリセットがかかると、マクロ設定はクリアされる。
【０２１３】
単三形乾電池の交換時や電源スイッチをＯＦＦした時にはマクロ撮影モードの設定がクリ
アされ、次回電源スイッチをオンした時にはマクロオフの状態でカメラ１０が立ち上がる
。
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【０２１４】
その一方、オートパワーオフ機能によって電源がオフとなった場合には、マクロ設定の情
報が保持される。マクロＯＮの状態でオートパワーオフした場合、次回の立ち上げ時には
マクロＯＮの設定が維持されている。
【０２１５】
モード選択レバー４２の操作によって「撮影系モード」←→「再生系モード」間でモード
遷移を行った場合、マクロ設定の情報が保持される。したがって、マクロモードで撮影を
実行した後、直ぐに再生系モードに切り換えて、撮影画像を確認し、再び「撮影系モード
」に戻す操作を行った場合でも、マクロモードが保持されている。モード切り換え毎にマ
クロ設定をし直す必要がないため、使い勝手がよい。
【０２１６】
撮影系モードにおいてモードダイヤル３２によって撮影モードを変更した場合にはマクロ
設定の情報がクリアされる。「動画撮影モード」、「連写モード」、、「マニュアル撮影
モード」、「オート撮影モード」、「人物撮影モード」、「風景撮影モード」、及び「夜
景撮影モード」のうちで撮影モードが変更された時には、撮影状況や撮影意図が変わるた
め、マクロ設定を自動的にクリアして、マクロ設定のまま誤って撮影される事態を防止し
ている。
【０２１７】
また、ＯＳＤによるメニューの表示／非表示の切り換え操作によっては、マクロ設定の情
報は保持され、キャンセルキー５４の押下操作によってもマクロ設定の情報は保持される
。
【０２１８】
このように、一旦マクロモードが設定されると、十字キー４４（左キー４４）によるマク
ロ解除操作、又はマクロ撮影を終了させるような操作（例えば、電源スイッチ４０のオフ
操作、モードダイヤル３２による撮影モードの変更操作など）があったときに限りマクロ
モードが解除され、オートパワーオフ機能によるパワーオフ時や撮影画像確認のための再
生モードへの遷移時にはマクロ設定が維持される。これにより、マクロモード利用時の利
便性と、意図しない（誤操作による）マクロモードでの撮影の防止という２つの要求をと
もに満たすことができる。
【０２１９】
なお、マクロモード中は表示キー５０による液晶モニター３８のオフ操作が無効となり、
液晶モニター３８はオン状態となる。近距離撮影においてはパララックスの影響でファイ
ンダー３６（光学ファインダー）による画角合わせが不正確になりがちなので、液晶モニ
ター３８を通して実際の撮影画像を確認することで、より正確な画角合わせが可能となる
。このため、マクロモード中は表示キー５０を押下しても液晶モニター３８はＯＦＦされ
ない。
【０２２０】
上記実施の形態では、記録媒体としてカメラ本体に着脱自在な外部記録媒体（リムーバブ
ルメディア）を用いたが、記録媒体をカメラに内蔵される内部メモリ（或いは内蔵ハード
ディスク）とする構成も可能である。この場合、内部メモリに格納された画像データは、
有線又は無線の通信手段（インターフェース）を介して外部に出力されることになる。
【０２２１】
上記説明では、本発明をデジタルカメラに適用した例を述べたが、本発明の適用範囲はこ
れに限らず、記録媒体として磁気テープを用いるカメラなど、撮像素子を用いて光学像を
電気信号に変換してその画像データを所定の信号形態で記録媒体に記録し、若しくは外部
機器に伝送する機能を備える電子カメラに広く適用することができる。
【０２２２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係る電子カメラによれば、撮影モードと再生モードとの間の
モード遷移の際にマクロモードの設定を保持するようにしたので、モード切り換え操作の
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たびにマクロ設定をやり直す必要がなく、マクロモード利用時の利便性が高まる。
【０２２３】
また、オートパワーオフ機能によって電源がオフした場合にはマクロモードの設定を保持
し、カメラ電源のＯＮ／ＯＦＦ操作部の操作によって電源がオフされた場合や、撮影モー
ドにおける用途別モードの変更時にはマクロモードの設定を自動的に解除するようにした
ので、マクロモード利用時の利便性を高めつつ、意図しないマクロモードによる撮影を防
止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用されるデジタルカメラの正面図
【図２】図１に示したカメラの平面図
【図３】図１に示したカメラの背面図
【図４】モードダイヤルの拡大図
【図５】本例のデジタルカメラの構成を示すブロック図
【図６】動画撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図７】動画撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図８】動画撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図９】動画撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図１０】マニュアル撮影モードによる立ち上げ時のドットマトリックス液晶の表示例を
示す図
【図１１】マニュアル撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図１２】マニュアル撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図１３】マニュアル撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図１４】オート撮影モードによる立ち上げ時のドットマトリックス液晶の表示例を示す
図
【図１５】オート撮影モードによるカメラの動作手順を示す説明図
【図１６】再生モードによる立ち上げ時のドットマトリックス液晶の表示例を示す図
【図１７】静止画ファイルの再生動作の手順を示す説明図
【図１８】静止画ファイルの再生動作の手順を示す説明図
【図１９】再生静止画メニューが切り換えられる様子を示す説明図
【図２０】動画ファイルの再生動作の手順を示す説明図
【図２１】動画ファイルの再生動作の手順を示す説明図
【図２２】再生動画メニューが切り換えられる様子を示す説明図
【図２３】動画ファイルのインデックス画を作成する手順を示す説明図
【図２４】再生モードにおける早送りモードの説明図
【図２５】再生モードにおける早送りモードの説明図
【図２６】サムネイル一覧表示の例を示す説明図
【図２７】サムネイル一覧表示のページ切り換え方法を示す説明図
【図２８】セットアップモード時のドットマトリックス液晶における表示例を示す図
【図２９】連写モード時のドットマトリックス液晶における表示例を示す図
【図３０】人物撮影モード時のドットマトリックス液晶における表示例を示す図
【図３１】ストロボモード表示が切り換えられる様子を示す説明図
【図３２】風景撮影モード時のドットマトリックス液晶における表示例を示す図
【図３３】夜景撮影モード時のドットマトリックス液晶における表示例を示す図
【図３４】本例のカメラにおいてマクロモードの設定が保持される状況と自動解除される
状況をまとめた図表
【符号の説明】
１０…カメラ（画像記録装置）、３０…レリーズボタン、３２…モードダイヤル（用途別
モード選択手段）、３８…液晶モニター（再生手段）、４０…電源スイッチ（カメラ電源
のＯＮ／ＯＦＦ操作部）、４２…モード選択レバー（モード選択手段）、４４…十字キー
、４４Ｌ…左キー（マクロ設定操作手段）、４６…ドットマトリックス液晶、６６…ＣＣ
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Ｄ（撮像素子）、１１８…カードインターフェース（記録手段）、１２０…メモリカード
（記録媒体）、１３２…ＣＰＵブロック、１５０…ＣＰＵコア（制御手段）、１３０…Ｅ
ＥＰＲＯＭ（記憶手段）、１５２…ＤＲＡＭ（記憶手段）
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